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特許法施行規則様式

様式 備考

改 正 案 現 行番号 番号

13 ６ ６ 明細書を補正するときは、明細書の全文又は「【発明の名称】」、段落番 ６ 明細書を補正するときは、明細書の全文又は「【発明の名称】」、段落番

号「【○○○○】」若しくは「【配列表】」を単位として補正しなければな 号「【○○○○】」若しくは「【配列表】」を単位として補正しなければな

らない（補正により記載を変更した個所に下線を引くこと（「【」及び「】 らない（補正により記載を変更した個所に下線を引くこと（「【」及び「】

」で囲んだ欄名は除く。）。）。この場合において、段落番号「【○○○○ 」で囲んだ欄名は除く。）。）。この場合において、段落番号「【○○○○

】」の数を増加若しくは減少する補正をするとき又は見出しを追加、削除若 】」の数を増加若しくは減少する補正をするとき又は見出しを追加、削除若

しくは変更する補正をするときは、明細書の全文を単位として補正をしなけ しくは変更する補正をするときは、明細書の全文を単位として補正をしなけ

ればならない。特許法第17条の５の規定により訂正した明細書について補正 ればならない。特許法第17条の５の規定により訂正した明細書について補正

をするときは、段落、文献、実施例、化学式、数式、表等に付した番号に変 をするときは、段落、文献、実施例、化学式、数式、表等に付した番号に変

更が生じないようにし、いずれかの段落を削除するときは、「【○○○○】 更が生じないようにし、いずれかの段落を削除するときは、「【○○○○】

（削除）」のように記載し、明細書の全文を単位として補正をしなければな （削除）」のように記載し、明細書及び特許請求の範囲の全文を単位として

らない。 補正をしなければならない。

７ ７ 特許請求の範囲を補正するときは、特許請求の範囲の全文又は「【請求項 ７ 特許請求の範囲を補正するときは、特許請求の範囲の全文又は「【請求項

○】」を単位として補正しなければならない（補正により記載を変更した個 ○】」を単位として補正しなければならない（補正により記載を変更した個

所に下線を引くこと（「【請求項○】」の欄名は除く。）。）。この場合に 所に下線を引くこと（「【請求項○】」の欄名は除く。）。）。この場合に

おいて、請求項の数を増加若しくは減少する補正をするとき又は特許出願に おいて、請求項の数を増加若しくは減少する補正をするとき又は特許出願に

ついて拒絶すべき旨の最初の査定の謄本の送達があつた後の補正をするとき ついて拒絶すべき旨の最初の査定の謄本の送達があった後の補正をするとき

は、特許請求の範囲の全文を単位として補正をしなければならない。特許法 は、特許請求の範囲の全文を単位として補正をしなければならない。特許法

第17条の５の規定により訂正した特許請求の範囲について補正をするときは 第17条の５の規定により訂正した特許請求の範囲について補正をするときは

、請求項、化学式、数式、表等に付した番号に変更が生じないようにし、い 、請求項、化学式、数式、表等に付した番号に変更が生じないようにし、い

ずれかの請求項を削除するときは、「【請求項○】（削除）」のように記載 ずれかの請求項を削除するときは、「【請求項○】（削除）」のように記載

し、特許請求の範囲の全文を単位として補正をしなければならない。 し、明細書及び特許請求の範囲の全文を単位として補正をしなければならな

い。

61の ３ 訂正の請求に係る請求項の数 ３ 請求項の数

４
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１ １ 「請求の趣旨」の欄は、第46条の２第１項及び特許法第120条の５第９項 １ 「請求の趣旨」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項ごとに請求をする場

（同法第174条第１項において準用する場合を含む。）において準用する同 合にあつては、第46条の２第１項及び特許法第120条の５第９項（同法第174

法第131条第３項に規定するところに従い、「特許第○○○○○○○号の明 条第１項において準用する場合を含む。）において準用する同法第131条第

細書、特許請求の範囲（及び図面）を本訂正請求書に添付した訂正明細書、 ３項に規定するところに従い、請求項ごと又は一群の請求項ごとの請求であ

特許請求の範囲（及び図面）のとおり訂正することを求める。」のように記 る旨を記載する。

載する。ただし、請求項ごとに請求をする場合にあつては、訂正の請求に係

る請求項を訂正後の請求項に付した番号で特定することとし、「特許第○○

○○○○○号の明細書、特許請求の範囲（及び図面）を本訂正請求書に添付

した訂正明細書、特許請求の範囲（及び図面）のとおり、訂正後の請求項○

、○、○～○について訂正することを求める。」のように記載する。

２ ２ 「請求の理由」の欄は、第46条の２第２項及び特許法第120条の５第９項 ２ 「請求の理由」の欄は、「１．設定登録の経緯」、「２．訂正の理由」、

（同法第174条第１項において準用する場合を含む。）において準用する同 「３．訂正事項」、「４．訂正の原因」のように項目を設けて記載し、「３

法第131条第３項に規定するところに従い、「１．設定登録の経緯」、「２ ．訂正事項」及び「４．訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項

．訂正事項」、「３．訂正の理由」のように項目を設けて記載し、請求項ご ごとに請求をする場合にあつては、第46条の２第１項及び特許法第120条の

とに請求をする場合にあつては、請求項ごと（一群の請求項ごとに請求をす ５第９項（同法第174条第１項において準用する場合を含む。）において準

る場合にあつては、当該請求項を含む一群の請求項ごと）に記載する。「３ 用する同法第131条第３項に規定するところに従い、請求項ごとに又は一群

．訂正の理由」の欄は、明細書又は図面の訂正をする場合にあつては、請求 の請求項ごとに、明細書又は図面の訂正との関係を記載する。

項ごと（一群の請求項ごとに請求をする場合にあつては、当該請求項を含む

一群の請求項ごと）に、明細書又は図面の訂正との関係を記載する。

62 ４ ４ 特許無効審判又は訂正審判を請求するときは、この様式中「請求項の数」 ４ 特許無効審判を請求するときは、この様式中「請求項の数」とあるのは、

とあるのは、「審判の請求に係る請求項の数」とする。 「審判の請求に係る請求項の数」とする。

５ ５ 訂正審判を請求する場合にあつては、「請求の趣旨」の欄は、第46条の２ ５ 訂正審判を請求項ごと又は一群の請求項ごとに請求するときは、「請求の

第１項及び特許法第131条第３項に規定するところに従い、「特許第○○○ 趣旨」の欄は、第46条の２第１項及び特許法第131条第３項に規定するとこ

○○○○号の明細書、特許請求の範囲（及び図面）を本件審判請求書に添付 ろに従い、請求項ごと又は一群の請求項ごとの請求である旨を記載する。

した訂正明細書、特許請求の範囲（及び図面）のとおり訂正することを認め

る、との審決を求める。」のように記載する。ただし、訂正審判を請求項ご

とに請求する場合にあつては、審判の請求に係る請求項を訂正後の請求項に

付した番号で特定することとし、「特許第○○○○○○○号の明細書、特許

請求の範囲（及び図面）を本件審判請求書に添付した訂正明細書、特許請求

の範囲（及び図面）のとおり、訂正後の請求項○、○、○～○について訂正

することを認める、との審決を求める。」のように記載する。
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６ ６ 「請求の理由」の欄は、次の要領で記載する。 ６ 「請求の理由」の欄は、次の要領で記載し、「３．訂正事項」及び「４．

訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項ごとに請求をする場合に

あつては、第46条の３第２項及び特許法第131条第３項に規定するところに

従い、請求項ごとに又は一群の請求項ごとに、明細書又は図面の訂正との関

係を記載する。

イ 特許無効審判を請求するときは、「１．請求の理由の要約」、「２．手 イ 特許無効審判を請求するときは、「１．請求の理由の要約」、「２．手

続の経緯」、「３．特許無効審判請求の根拠」、「４．本件特許を無効に 続の経緯」、「３．特許無効審判請求の根拠」、「４．本件特許を無効に

すべき理由」、「５．むすび」のように項目を設けて記載する。 すべき理由」、「５．むすび」のように項目を設けて記載し、「３．訂正

事項」及び「４．訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項ごと

に請求をする場合にあつては、第46条の３第２項及び特許法第131条第３

項に規定するところに従い、請求項ごとに又は一群の請求項ごとに、明細

書又は図面の訂正との関係を記載する。

ロ 延長登録無効審判を請求するときは、「１．手続の経緯」、「２．延長 ロ 延長登録無効審判を請求するときは、「１．手続の経緯」、「２．延長

登録無効審判請求の概要」、「３．本件延長登録を無効にすべき理由」、 登録無効審判請求の概要」、「３．本件延長登録を無効にすべき理由」、

「４．むすび」のように項目を設けて記載する。 「４．むすび」のように項目を設けて記載し、「３．訂正事項」及び「４

．訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項ごとに請求をする場

合にあつては、第46条の３第２項及び特許法第131条第３項に規定すると

ころに従い、請求項ごとに又は一群の請求項ごとに、明細書又は図面の訂

正との関係を記載する。

ハ 訂正審判を請求するときは、第46条の２第２項及び特許法第131条第３ ハ 訂正審判を請求するときは、「１．設定登録の経緯」、「２．訂正の理

項に規定するところに従い、「１．設定登録の経緯」、「２．訂正事項」 由」、「３．訂正事項」、「４．訂正の原因」のように項目を設けて記載

、「３．訂正の理由」のように項目を設けて記載し、請求項ごとに請求を し、「３．訂正事項」及び「４．訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一

する場合にあつては、請求項ごと（一群の請求項ごとに請求をする場合に 群の請求項ごとに請求をする場合にあつては、第46条の２第２項及び特許

あつては、当該請求項を含む一群の請求項ごと）に記載する。「３．訂正 法第131条第３項に規定するところに従い、請求項ごとに又は一群の請求

の理由」の欄は、明細書又は図面の訂正をする場合にあつては、請求項ご 項ごとに、明細書又は図面の訂正との関係を記載する。

と（一群の請求項ごとに請求をする場合にあつては、当該請求項を含む一

群の請求項ごと）に、明細書又は図面の訂正との関係を記載する。

63の ２ 訂正の請求に係る請求項の数 ２ 請求項の数

２

２ ２ 「請求の趣旨」の欄は、第46条の２第１項及び特許法第134条の２第９項 ２ 「請求の趣旨」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項ごとに請求をする場
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において準用する同法第131条第３項に規定するところに従い、「特許第○ 合にあつては、第46条の２第１項及び特許法第134条の２第９項において準

○○○○○○号の明細書、特許請求の範囲（及び図面）を本訂正請求書に添 用する同法第131条第３項に規定するところに従い、請求項ごと又は一群の

付した訂正明細書、特許請求の範囲（及び図面）のとおり訂正することを求 請求項ごとの請求である旨を記載する。

める。」のように記載する。ただし、請求項ごとに請求をする場合にあつて

は、訂正の請求に係る請求項を訂正後の請求項に付した番号で特定すること

とし、「特許第○○○○○○○号の明細書、特許請求の範囲（及び図面）を

本訂正請求書に添付した訂正明細書、特許請求の範囲（及び図面）のとおり

、訂正後の請求項○、○、○～○について訂正することを求める。」のよう

に記載する。

３ ３ 「請求の理由」の欄は、第46条の２第２項及び特許法第134条の２第９項 ３ 「請求の理由」の欄は、「１．設定登録の経緯」、「２．訂正の理由」、

において準用する同法第131条第３項に規定するところに従い、「１．設定 「３．訂正事項」、「４．訂正の原因」のように項目を設けて記載し、「３

登録の経緯」、「２．訂正事項」、「３．訂正の理由」のように項目を設け ．訂正事項」及び「４．訂正の原因」の欄は、請求項ごと又は一群の請求項

て記載し、請求項ごとに請求をする場合にあつては、請求項ごと（一群の請 ごとに請求をする場合にあつては、第46条の２第２項及び特許法第134条の

求項ごとに請求をする場合にあつては、当該請求項を含む一群の請求項ごと ２第９項において準用する同法第131条第３項に規定するところに従い、請

）に記載する。「３．訂正の理由」の欄は、明細書又は図面の訂正をする場 求項ごとに又は一群の請求項ごとに、明細書又は図面の訂正との関係を記載

合にあつては、請求項ごと（一群の請求項ごとに請求をする場合にあつては する。

、当該請求項を含む一群の請求項ごと）に、明細書又は図面の訂正との関係

を記載する。


